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Ⅰ 主題設定の理由
， ，平成１２年度の特別活動研究会議では 小学校・中学校の自主的・自発的な活動について取り上げ

その課題を探っていった。その研究の中で，小学校では活動のつながりの必要性を，中学校では小学

校の活動や体験を踏まえた取組を，継続的に見つめていくことの必要性が示された。

今，子どもたちの生活の現状において，社会性の不足や人間関係の希薄さ，いじめ，不登校などの

問題が指摘されている。そのような中にあって，学校の教育活動としての特別活動は，集団の中での

好ましい人間関係づくりや自発性を高め自己実現をはかる場として，また，所属感や連帯感を生み，

安心感を与える場としての充実を図るためにも大切な役割を担っている。それらの学級活動や学校行

事，児童会・生徒会活動やクラブ活動という特別活動の様々な体験は，単年度ではなく９年間の義務

教育期間を通して培っていくものと考えられる。

， 。また 特別活動における話合い活動は社会的な自立と共生を支える根幹をなす活動であると言える

そこで，今年度は調査事例や文献，平成１４年度から実施される学習指導要領「国語」との比較を基

， 。に 発達段階や活動内容による子どもたちの話合い活動の深まりに向けての実践を探りたいと考えた

Ⅱ 研究の内容
１．学習指導要領に見られる「話合い活動」
話合い活動は，小学校学習指導要領解説特別活動編において「児童の自発的，自治的な活動が効果

的に展開されるようにするとともに，内容相互の関連を図るように工夫すること。‥‥どのような集

団活動を展開する場合でも，計画・実践・評価の過程において話合いが行われる。日常的に行われる

， ， ， 。話合いは 特別活動においても 諸問題の解決 活動の計画・実践の上で最も中心となる方法である

『 』 。」 。 ，…国語科における 話すこと・聞くこと の学習と深いかかわりがある と示されている さらに

，「 ， ，中学校学習指導要領解説特別活動編には 特別活動における集団活動においては ‥‥話合い活動

言語などによる表現や発表などが重要である。‥‥こうした活動の基盤となる能力は，各教科の学習

を通じて培われていく 」と示されている。。

今回の学習指導要領の改訂では，国語科においても「話すこと・聞くこと」の内容が重視されてい

る。そこで，小学校・中学校での話合い活動の深まりを考えるに当たり，特別活動において自治的・

自発的な話合い活動が行われるためには，国語科などの教科との関連は大変重要であると考える。

２．小学校・中学校における話合い活動
（１）小学校における話合い活動

小学校の発達段階による話合い活動を参考文献を基にまとめると，次のように整理される。



【「 」 】特別活動【学級活動( )における「話合い活動」のめやす】 国語科 話すこと・聞くこと の評価規準1

・学級全体のことを考え，教員と一緒に議題を見付ける。 ・知らせたい事を選び，事柄の順序を考えな

１ ・みんなの話を聞くことができる。 がら，相手に分かるように話している。

・ ・自分の考えをみんなに話すことができる。 ・大事な事を落とさないようにしながら，興

２ ・クラスでの話合い活動を体験し，慣れる。 味をもって聞いている。

年 ・教員の助けを借りて，話合いをすすめる。 ・身近な事柄について，話題に沿って，話し

・よかった所，直したい所を自分なりに振り返る。 合っている。

・学級生活の中からみんなで解決できるような問題を見付ける ・伝えたい事を選び，自分の考えが分かるよ。

３ ・話合いのルールを理解し，めあてに沿って意見を言う。 うに筋道を立てて，相手や目的に応じた適

・ ・自分なりに意見を判断し，相手の立場を考えて発言するよう 切な言葉遣いで話している。

４ になる。 ・話の中心に気を付けて聞き，自分の感想を

年 ・教員の指導のもとに話し合い，問題を解決していくことがで まとめている。

きる。 ・互いの考えの相違点や共通点を考えながら

・活動を振り返り，自分や友達のよい所を評価する。 進んで話し合っている。

・学級全体に関する問題や話合いにふさわしい議題を選ぶ。 ・考えた事や自分の意図が分かるように話の

５ ・学級全体のことを見渡し，いろいろな解決方法を考えて発言 組立てを工夫しながら，目的や場に応じた

・ する。 適切な言葉遣いで話している。

６ ・進め方を工夫し，めあてに沿って計画的にみんなの問題を意 ・話し手の意図を考えながら話の内容を聞い

年 欲的に話合い，解決する。 ている。

・活動を振り返り，参加意欲や態度についてお互いを評価し， ・自分の立場や意図をはっきりさせながら，

次に生かす。 計画的に話し合っている。

この資料から次のことが読み取れる。

＜特別活動＞・話合いの目的が問題の解決や実践に結び付く内容である。

・問題や議題を選定することや振り返ることを含めた流れがある。

・集団や集団の中の個の発達をめあてとする。

＜国語科＞ ・話の組立てや言葉遣いなどの話す力や，相手の話を聞き自分の感想をまとめるなどの

力を身に付け，それを生かしての話合いである。

・個としての発達をめあてとする。

特別活動における話合い活動は，１・２学年では 「話合いの場に慣れる ，３・４学年では 「話， 」 ，

合い活動の基礎を知る ，５・６学年では 「計画的に話合い活動を行う」という流れにまとめること」 ，

ができる。国語科と特別活動の「話す，聞くこと」や「話合いの進め方」の比較において，発達段階

に即して内容が共通していることから，国語科の学習において「話す力」や「聞く力」を身に付け，

「話合いの方法」を学習することで，特別活動における話合い活動が充実したものになると考えられ

る。また，国語科で身に付けた力を特別活動の具体的な場面で実践的に生かすことで，国語科の学習

が深まり，話合い活動が根付くと考えられる。

（２） 中学校における話合い活動

中学校の学習指導要領解説国語科において，１学年のねらいは「話合いの話題や方向をとらえて的

確に話したり，それぞれの発言を注意して聞いたりして，自分の考えをまとめること ，２・３学年」

では「相手の立場を尊重し，話合いが目的に沿って効果的に展開するように話したり聞き分けたりし



て，自分の考えを深めること」が示されている。小学校の国語科との違いは「話合いの話題や方向を

とらえ 「話合いが目的に沿って効果的に展開する」という部分である。」

具体的には，参考資料の国語科１学年の教科書の記述によると「話合いの基本」として，

司会者は ・参加者に公平に発言の機会を与える。

・話合いが話題からそれそうになったら，元に戻す。

発言するときは ・まず自分の立場をはっきりさせてから話す。

・話題に沿って発言する。

聞くときは ・必要なところでメモを取り，発言の要点を考えながら聞く。

， ， ，「 」 。が挙げられ また ２学年の教科書には よりよい会議の進め方 として次のように記されている

準備の話合いを持ったり，会議のはじめに司会者が進行について説明したりすることで，

会議をよりよく進めることができる。

参加者は会議の中で自分の考えを積極的に発言するようにしよう。会議の進め方についての

提案や，新たな議題の提案は，特に大切である。このような提案がでた場合，司会者は全員

の意向を聞き，賛否の決を採るようにしよう。

そこで，特別活動における話合い活動においても，より効率的な話合いが行われるよう，これらの

点を考慮した話合いを計画・実践していく必要があると考える。例えば，１学年においては，話合い

の流れを理解し，司会者を中心として，全体が，今話し合っている話題について発言するように留意

， 。することや 発言する際に自分の立場を発言してから理由を述べるようにしていくなどが考えられる

中学校においては，プログラム委員会や生徒会，委員会など準備の話合いをする場を計画的に設ける

ことも大切になってくる。

しかし，小学校とは違い，中学校では教科担任制であり，学級活動を含む特別活動における様々な

「話合い」の場を指導する教員のほとんどが，中学校３年間の国語科の授業の中で，どのような「話

す・聞く力」を身に付けていくのかを把握することは難しいということである。そこで，学校や学年

で統一された「話合いのしかた」の資料やリーダー研修などが必要とされているように思われる。従

， ， ， 「 」って この場合の資料や研修は 集団の発達段階を考慮しつつ 中学生として 話すこと・聞くこと

の学習を踏まえたものであることが望ましいと考える。

３．実践事例

（１）小学校「自主性を培う話合い活動」 （Ａ小学校 ５学年）

児童数の増加に伴い， 月に学級編成替えが行われた。過半数以上の児童が他学級から集まって10

きたため，学級集団の様子が大きく変わった。ちょうどその頃，子どもたちから「集会をしたい」と

いう声が上がり，学級会の中で話合い活動を企画した。

１．議 題 みんなが楽しめる集会を考えよう

２．事前の活動 ・計画委員会を組織する ・話合いの柱を決める ・役割分担をする



３．本時の活動のめあて みんなが楽しめる集会の計画をたてる

４．活動計画

児 童 の 活 動 教員の活動（・支援 ☆評価 ）

１．はじめのことば…司会 ☆ 司会グループがそれぞれの役割を進んではた

２．話合い そうとする （技能・表現）。

①やりたい出し物を発表する。 ・ 司会進行にとまどったら助言する。

②賛成意見，反対意見を発表する。 ☆みんなが楽しめる集会を考えて，自分の意見を

③出し物を決定する。 発表しようとする （思考・判断）。

３．先生の話を聞く。 ・ 発言内容や発言の仕方でよかったところをほ

４．終わりのことば…司会 める。

＜話合いを終えての振り返り＞

この話合いにおいて，子どもたちは活動の流れをほぼ理解しており，大きく混乱することはなかっ

た。しかし，振り返りの中にもあるように友達の意見をしっかり聞く姿勢には欠け，指名されていな

いのに意見を述べたり，理由や根拠を言わずに発表したりする姿が見られた。また，司会者は挙手し

た子を指名するのに追われ，意見を焦点化して話合いを深めるまでには至らなかった。

充実した話合いにするためには，聞く・話す技能を身に付けていくとともに，話合い活動をより多

く体験する中で，進行の仕方を学ぶ必要があると感じた。

（２）中学校「子どもの自主性を培う学級活動委員会」 （Ｂ中学校）

「子どもたちが学級活動を自治的・主体的に行うこと」を目標に，毎週火曜日の放課後，全校で

「学級活動委員会」を実施している。この日は放課後の清掃はなく，委員会の活動を２５分間行う。

構成メンバーは基本的には学級委員と班長であるが，話合いの内容によって他の委員や係の生徒が加

わる。また，学年全体で「合同学級活動委員会」として行うこともある。その話合いの内容はおおよ

そ以下の通りである。

１週間の朝学活のプログラムとその分担 長学活の諸準備(内容･議題，進め方，分担など)a b

毎月の学級優先日の諸準備 クラス（学年）の諸問題について 行事への取り組みについてc d e

また，その際使われている計画表や話合いのための提案書は資料Ａ～Ｃである。



資料Ａ：朝学活プログラム計画表 資料Ｂ：学級活動計画表（月ごと）

教室の扉や黒板の横などクラスの生徒が 学級優先日（月一回放課後のクラスの時間）

目につくところに掲示し全体の意識を高 の計画表。資料Ａと同じく掲示する。

める。

資料Ｃ：提案書

クラス，学年，学校の諸問題などの話合いをスムーズに

行うための提案書。評議会でも使われている。

「学級活動委員会」が発足するまで

は，教員から朝学活や学級活動の内容

などについて，与えられたものを行っ

ていたが，生徒が自らプログラムを決

めたり，レクリエーションの計画，学

級の諸問題についての取組などについ

て，教員の助言を受けながら予め話し合うことによって，諸活動に主体的に取組むことができるよう

になってきた。そして，学級活動委員会のメンバーの意識の高まりもあり，学級での話合いや様々な

取組がスムーズに進行するようになった。これは，子どもたちの中に自治的な態度の育ちが表れたと

も言えよう。

Ⅲ 研究のまとめ
， ， 。小学校では 司会などの役割を通して できるだけ全員がリーダー経験のできる場を設定している

その経験によって，子どもたちは進行の仕方を学ぶとともに，意見発表の仕方や友達の意見や考えを

聞く態度が養われていく。この小学校での学びを生かし，中学校では自分なりの役割を選択し，様々

な場面でのリーダーとしての力を伸ばしていくことが望ましいと考える。

また，発達段階に即した話合い活動を考えた時，小学校高学年では，ある程度形式に沿った形で行

う「計画的な話合い」であり，中学校では，その場に合った方法を考えて行う「効果的な話合い」と

なり，話合いの方向を決め，時間や構成メンバーなども意識しながら話合いを進めていくようになる

ことが望ましいと思われる。



今回，小学校・中学校での話合い活動における特別活動と国語科での指導内容を比較・検討する中

で，話合いの技能は生徒の発達段階により段階的に進められていくことが望ましいことがわかった。

国語科においては 「自分の考えをすすんで発表する 「友達の考えをよく聞く」から始まり 「相手， 」 ，

の立場を尊重し，話合いが目的に沿って効果的に展開するように話したり聞き分けたりして，自分の

考えを深める」までの学習活動が９年間の中で積み重ねられていく。その学習を基盤として，特別活

。 ， ，動における話合いもより充実していく必要がある そのため 学級や集団の発達段階や実状に合わせ

教員が適切な指導助言を行うことが大切であると考える。

また，小学校と中学校の連携した取組の一つとして，小学生が中学生の「川崎市リーダー研修会」

の話合いの様子をビデオで見て，自分たちの話合いを振り返る授業を行った。また，小学生の話合い

の様子を中学生がビデオで見て，その話合いのよいところを中心に感想を書き，小学生に送った。小

学生も中学生も，それぞれの話合いがきっかけとなり，自分たちの話合いについてよく考える経験と

なった。指導した教員以上に，子どもにとっての小学校と中学校の交流は身近で興味深いものであっ

たようだ。このことから，特に，地域の小学校と中学校がかかわり合う中で，お互いの話合い活動を

高めるような活動を今後積極的に行う必要性を感じさせられた。

今回は「教科と特別活動における話合い」に視点を絞り，研究を行ってきた。しかし，国語科にお

ける「話すこと・聞くこと」の「話合い」の評価と，特別活動における「話合い活動」における評価

の観点は異なる 特別活動においては マニュアル通りに話合いができたからといって 必ずしも よ。 ， ， 「

い話合い活動」だったとは言えない。活動の成果は尊重すべきであるが，それ以上にそこにたどり着

く過程で，子どもたちが積極的に自発的・自治的活動がなされたかどうかにねらいを置くことが大切

である。また，話合いを活発に，スムーズに行うためには，技術以上に，子どもたちにとって「必然

性」のある「題材」が大切である。今後，子どもたちからどのようにして必然性のある「題材」を引

き出すか，また教員が提示できるかについての研究・協議をしていくことを今後の課題としたい。

最後に，この研究に貴重なご指導ご助言をいただいた先生方とご支援をいただいた研修員所属校の

校長先生，教職員の皆様に厚くお礼申し上げます。
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